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O S A K A  P A L C O O P  E C O  R E P O R T 2026
この報告書は2025年度の方針にそった
主な環境活動についてまとめたものです

環境活動環境活動ののまとめまとめ
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「環境活動のまとめ」発行にあたって

これまでの主なあゆみ

1996 2000 2006

・
大
阪
府
よ
り「
お
お
さ
か
環
境
賞
・
奨
励
賞
」受
賞　（
2
回
目
）

2007

・
店
舗
レ
ジ
袋
の
有
料
販
売
を
忍
ヶ
丘
店
で
開
始

・
店
舗
レ
ジ
袋
の
有
料
販
売
を
全
店
で
開
始

20082004

・�

㈱
お
お
さ
か
協
同
物
流
セ
ン
タ
ー
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
減
容
機
を 

導
入
し
自
前
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始

1993

・
店
舗
で
ト
レ
ー
の
回
収
を
開
始

2011

・
商
品
検
査
室
に
放
射
能
検
査
機
器
を
設
置

2010

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
登
録
（
11
月
29
日
）

2009

・
大
阪
府
よ
り「
お
お
さ
か
環
境
賞
・
奨
励
賞
」受
賞　（
3
回
目
） 

・「
大
阪
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定
」締
結

・
港
支
所
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
自
家
消
費
型  

出
力
3
0
kW)

1991

・
地
域
で
の
牛
乳
パ
ッ
ク
、
空
缶
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム

半
導
体
検
出
器

1994

・�「
低
公
害
車
フ
ェ
ア
ー
」（
大
阪
市
主
催
）に
L
P
G
車
を
出
展
、 

支
所
に
7
台
の
L
P
G
配
送
車
両
を
導
入

1995

・「
紙
・
飲
料
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」を
開
始

・
マ
イ
バ
ッ
グ
募
金
を
開
始

・
L
P
G
車
導
入
で
、
大
阪
府
知
事
よ
り
感
謝
状

・�

共
同
購
入
で
商
品
カ
タ
ロ
グ
の
回
収
、 

店
舗
で
ボ
タ
ン
電
池
・
充
電
式
乾
電
池
の
回
収
を
開
始

2001

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
12
月
12
日
に
取
得

・�

環
境
対
応
型
の
支
所
と
し
て
寝
屋
川
支
所
を
建
設

　
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
全
量
売
電  

出
力
3
0 
kW)

2002

・�

大
阪
府
よ
り「
お
お
さ
か
環
境
賞
・
奨
励
賞
」（
団
体
部
門
） 

「
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
統
括
団
体
」表
彰

2003

・
商
品
検
査
室
に
残
留
農
薬
検
査
設
備
を
設
置

・�

環
境
省
よ
り「
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
環
境
大
臣
表
彰
」の 

「
対
策
活
動
実
践
部
門
」
で
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

2013

・
N
P
O
法
人「
リ
ア
ル
に
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
お
お
さ
か
」に
よ
り

  

な
が
お
店
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
全
量
売
電  

出
力
2
0
kW)

・
北
枚
方
支
所
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
全
量
売
電  

出
力
5
0
kW)

・
忍
ヶ
丘
店
で
食
品
リ
サ
イ
ク
ル（
肥
料
化
）を
開
始

ライトダウン

2012

・�「
大
阪
市
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る
協
定
」 

店
頭
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

・
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
更
新
審
査
「
適
合
」

2024 年度の日本の温室効果ガス排出・吸収量は、約９億 9,400 万トン（二酸化炭素（CO2）
換算、以下同じ）となり、2023 年度比で 1.9％（約 1,880 万トン）の減少、2013 年度比
では 28.7％（約３億 9,950 万トン）の減少となりました。2013 年度以降の最低値を記録
し、初めて 10 億トンの大台を下回り、全体としての減少傾向を継続しています。

2023 年度からの排出量減少の主な要因としては、製造業の生産量の減少によるエネル
ギー消費量の減少や電源の脱炭素化（電源構成に占める再生可能エネルギーと原子力の合
計割合が３割超え）の進展等が考えられます。

森林等の吸収源対策による吸収量については、2024 年度は約 5,230 万トン（2023 年
度は約 5,390 万トン）となりました。このうち、新たな吸収源としての期待が大きいブルー
カーボン※ 1 については前年度とほぼ同量の約 32 万トンとなっています。

私たちは、生命やくらしを守るために、これ以上の温暖化を食い止める行動を大胆に起
こすことを求められています。

※1 �ブルーカーボン生態系は、海中に溶けている CO2 を光合成によって吸収し、有機炭素を隔離・貯留します。 
その結果として海中の CO2 濃度が減り、大気中の CO2 の吸収を促進することで大気中の CO2 の減少に寄与します。
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「子どもたち・未来のために、美しい地球のために」

子どもたちに自然環境のすばらしさを伝えていくことは、大人としての課題です。
未来を生きる子どもたちに美しい地球を渡せるよう、生協として地球温暖化防止の

社会的責任を積極的に果たし、事業と活動をすすめていきましょう。

2026年 5月       環境マネジメント推進委員会

・ �

寝
屋
川
支
所
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
更
新 

（
全
量
売
電  

出
力
3
0
kW
か
ら
5
0
kW
へ)

・
店
舗
で
透
明
ト
レ
ー
の
回
収
を
開
始

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
更
新
審
査
「
適
合
」

2014

・ 

㈱
お
お
さ
か
協
同
物
流
セ
ン
タ
ー
に
太
陽
光

   

発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
全
量
売
電  

出
力
6
5
5
kW)

・
大
阪
市
内
の
3
店
舗
で
食
品
リ
サ
イ
ク
ル（
飼
料
化
）を
開
始

2015

・ 

な
に
わ
エ
コ
会
議
：
二
酸
化
炭
素
削
減
コ
ン
ペ

　
ガ
ス
使
用
量
削
減
活
動
で「
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
」受
賞

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
更
新
審
査
「
適
合
」

2016

・ 

食
品
リ
サ
イ
ク
ル（
飼
料
化
）を
７
店
舗
に
拡
大

2017 2018

・
店
舗
で
畜
産
品
の
脂
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始 

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
更
新
審
査
「
適
合
」

2019

・
パ
ル
都
島
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設　
10
項
目
の
環
境
対
応

・
紀
の
川
市
北
長
田
耕
作
放
棄
地
再
生
活
動
を
開
始

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
２１
中
間
審
査
「
適
合
」

2020

・
パ
ル
寝
屋
川
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設　
9
項
目
の
環
境
対
応

・�

星
ヶ
丘
店
で
食
品
リ
サ
イ
ク
ル（
飼
料
化
）を
開
始

・�

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
継
続
登
録
10
周
年

2021

・�

パ
ル
東
住
吉
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設　
10
項
目
の
環
境
対
応

・�

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
中
間
審
査
「
適
合
」

2022

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
更
新
審
査
「
適
合
」

2023

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
中
間
審
査
「
適
合
」

2024

・�

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
更
新
審
査
「
適
合
」

・
安
治
川
支
所
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
自
家
消
費
型　
出
力
4
0
kW)

・�

N
P
O
法
人
「
リ
ア
ル
に
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
お
お
さ
か
」
に
よ
り 

安
治
川
支
所
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置（
全
量
売
電　
出
力
1
0
kW)

2025

・�

南
寝
屋
川
支
所
に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置 

（
自
家
消
費
型　
出
力
1
0
0
kW)

・�「
大
阪
市
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
及
び

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
関
す
る
協
定
」
締
結

・
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
中
間
審
査
「
適
合
」
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事業活動にともなう環境負荷を最小限にとどめることを継続的にとりくむため、環境省が定めた環境マネ
ジメントシステム「エコアクション 21」を活用し、各事業所ごとに立てた計画に対して、とりくみの進捗
と目標が達成できているか、外部の審査機関の審査・認証をうけています。

環境マネジメントシステムを活用して
事業をすすめています

とりくみ実施

Do
省エネ

ゴミ
削減

節水

結果を評価する

Check確認
評価

Action
見直し

次の改善へ環境負荷削減の
目標を立てる

Plan省エネ
節水

ゴミ削減
環境マネジメント

システム
「エコアクション21」

とは

2025 年度も 2026 年 2 月に３日間、8 事業所の審査をうけました。
環境へのとりくみが評価され「適合」の結果でした。

基 本 理 念
　おおさかパルコープは、永続可能な循環型社会の実現を目指し、環境問題を重要な課題と
位置付け、組合員とともに環境保全活動に積極的に取り組みます。

基 本 方 針
　おおさかパルコープは、組合員を対象とした食料品など生活関連の商品供給事業及び共済、福祉事
業や旅行、チケット、暮らし関連などのサービス事業を行っています。こうした事業活動から発生す
る環境に大きな影響を及ぼす項目について、技術的かつ経済的に可能な範囲で環境目標、環境活動計
画を定めて取り組み、環境負荷の軽減と汚染の予防、生物多様性の保全への配慮、環境マネジメント
システムの継続的な改善を行います。

1. 環境に配慮した商品やサービスの取扱いと普及をすすめます。
2. 地球温暖化防止のために、CO2 排出量削減に取り組みます。
　・積極的に省エネルギー機器導入に取り組みます。
　・電気、ガスの使用量削減に取り組みます。
　・配送効率や運転技術の向上、エコドライブの推進で車両燃料の削減に取り組みます。
3. 廃棄物の削減、リサイクルに取り組みます。
　・紙などの資源を効率的に使用し、使用量削減とリサイクルに取り組みます。
　・店舗では食品廃棄ロス基準を守り廃棄物の再生利用等に取り組みます。
　・組合員とともに、容器包装、商品案内チラシなどの回収リサイクルや、買い物袋持参に取り組みます。
4. 資源の有効活用、節水に取り組みます。
5.�商品検査室で検査に使用する化学物質の使用量確認を行い、適正管理を推進します。
6.�環境関連の法令、条例及び受け入れを決めたその他の要求事項を遵守します。
7.�組合員による環境活動を積極的に支援し、持続的発展を可能とする循環型社会構築に向けた社会的活
動に広範に取り組みます。

8.�以上の活動を進めるために、職員に対する環境教育と環境コミュニケーションを積極的にすすめます。
　
この環境経営方針はおおさかパルコープの内外に公開するとともに、環境活動の取り組みの
状況について定期的に公表します。

2001 年 7 月 21 日制定
2024 年 6 月 20 日改定
生活協同組合おおさかパルコープ

理事長　奥井 和久

環境経営方針
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事業所や部署ごとに、2025 年度は 26 項目の目標を持ちました。
15 項目は目標を達成したり実施することができましたが、11 項目は目標を達成する
ことはできませんでした。毎年目標の見直しを行いながらとりくみを継続します。

環境省

エコアクション21
認証番号0006252

2025年度
主な環境目標の実績と評価

活動と評価

燃料使用量の削減

支所に設置した冷凍蓄冷剤用の冷凍庫
の影響により、電気の使用量は増加し
ましたが、南寝屋川支所での太陽光発
電（自家消費）の設置や、忍ヶ丘店のリ
ニューアルによる設備の入れ替えにより、
ほぼ平年並みの使用量となっています。

京橋事務所での空調の使用が減っ
たため減少しました。

支所や福祉施設での使用量が増加
しました。

100.5%
前年対比

101.3%
前年対比

98.1%
前年対比

約281トン

98.8%
105.0%

車両台数前年対比

燃料使用量前年対比

電気使用量

ガス使用量

水道使用量

 
 
 

 
 
 
 

便座の保温機能は、消費電力が多い

ために「フタ」は閉じて、熱が逃げ

ないようにしましょう。それだけで

消費電力は、平均９～１２％の削減

になります。 
次の人に気持ちよく使ってもらうためにも！ 
 

                 

 

  
パパルルココーーププ環環境境事事務務局局  

 

便便座座ののヒヒーータターーはは温温度度をを低低めめにに設設定定ししてていいまますす。。  
夏夏季季（（５５月月～～９９月月末末））はは電電源源ＯＯＦＦＦＦににししてていいまますす。。 

CCOO22 削削減減量量はは年年間間でで約約１１２２．．２２KKgg ににななりりまますす。。  
（（省省ｴｴﾈﾈｾｾﾝﾝﾀﾀｰー・・  家家庭庭のの省省エエネネ大大事事典典よよりり））  

食品ロス削減のとりくみ

2、調理に使った食用油
3、魚のアラ
4、畜産品の脂

1、�野菜くずや 
消費・賞味期限の 
切れた食品

ハ－ト栽培
農産物の
取り扱い

全店で食品ロス削減のとりくみを
すすめています。

配送トラックの新車への更新と早め
のタイヤ交換、空気圧のチェックに
より燃費が向上しています。また、
電気自動車の増車（現在 15 台）に
よる効果が出ています。

環境にやさしい電気自動車（営業用）の導入は
11 支所で計 15 台となりました。

ハート栽培農産物の実態把握を産地
点検・農薬検査などを通して実施し
ています。環境に優しい農業生産の
推進は、産地の環境保全にもつな
がるとりくみです。

115品目の認証と
167件の

お届け前検査

枚方支所 樋之上支所

■ 電気自動車 ■ 電気自動車専用コンセント

すべての合計で



599.1 602.7 607.9591.5

CO2 排出量の抑制
経年の推移と評価 

電気使用の CO2 排出係数：0.423㎏－ CO2/ｋWh
（日本生協連、全国統一 CO2 排出係数）

20.2 20.020.5 20.4

12,222 12,23212,34912,153

2022年度 2024年度 2025年度2023年度

原単位
CO2t

（1億円あたり） 

総供給高
（億円）
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2025 年度パルコープの CO2 排出総量は約 12,232ト
ンとなり、前年対比で 99.1％と減少しました。
また、原単位※では 20.4トンから20.0トンに減少しま
した。
※原単位：�CO2 排出量を供給金額で割り算して、 

CO2 排出量を算出し、削減にとりくむ方式です。

毎年、設備改善と運用管理の強化で CO2 の排出量の
削減にとりくんでいます。多くの CO2 を排出する事業
者の社会的責任として、これからも削減のとりくみを
積極的にすすめていきます。
日本生活協同組合連合会では CO2 排出量の総量削減
をすすめるため、全国の生協と協力して「温室効果ガ
ス総量削減計画」をすすめています。「2030 年度に
全国生協の CO2 排出量を 2013 年度対比で 50% 以
上削減」を目標としています。

全国生協のCO2 排出総量削減目標

50%以上削減2030年度に2013年度対比で

パルコープの
CO2 排出総量

約12,232
トン

2025年度

地球温暖化防止のためCO2排出量削減の
とりくみをすすめています

㈱おおさか協同物流センター

太陽光発電設備について

計算式　982,890 kWh × 0.423k=415,762㎏（約 416 トン）
電気使用の CO2 排出係数：0.423㎏－ CO2/kWh

（日本生協連、全国統一 CO2 排出係数）

982，890
kWh

年間発電量 約416
トン分

CO2 排出量の
削減効果

太
陽
光
発
電

設
備

北枚方支所 ( 全量売電 )� 50kW
寝屋川支所 ( 全量売電 )� 50kW
港支所 ( 自家消費 )� 30kW
安治川支所 ( 自家消費 )� 40kW
南寝屋川支所（自家消費）� 100kW
㈱おおさか協同物流センター

( 全量売電 ) 655kW

再生可能エネルギーは CO2 の排出量を
大幅に削減し、日本のエネルギー自給率
を上げることにつながります。 現在、パ
ルコープでは㈱おおさか協同物流センター

（655kW）を 含 め て 925kW の 太 陽 光
発電が稼働しています。年間発電量は合計
982,890kWh となり、CO2 の排出量で約
416トンの削減につながっています。

CO2

排出量（ｔ）
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●共同購入（班配・個配）事業

パルコープ全体で環境に配慮した
とりくみをすすめています

ｅフレンズに登録の方で、インターネット注文をされる方は商品カタログや
注文書を利用されない場合が多く、「毎週の配布はいらない」との声をうけて、
組合員さん自身で発行の停止ができるようにしています。

インターネット注文の eフレンズ登録を
すすめることでペーパーレスを推進します

202,137名
187,232名

2026年 4月 eフレンズ登録人数

１年間で１4,９05名増加しています。

2025年 4月 eフレンズ登録人数
e フレンズを

登録されている方のうち、
36,274 名が

商品カタログのお届けを
停止されています。

ドライアイスの使用量の削減として、４つの支
所（樋之上支所・枚方支所・安治川支所・東住
吉支所）で“冷凍蓄冷剤”の実験導入を行なっ
ています。2025 年度のドライアイスの使用量
は前年比 97.8％で約 52.5 トンの削減につな
がりました。

冷凍蓄冷剤専用の冷凍庫で、
－ 40 度で凍らせています。

紙の使用量の削減として、配送職員が商品
を荷下ろしする際に確認する“お届け表”
を順次廃止し、スマートフォンを活用する
ようにしています。なお、2026 年上期を
目途に紙媒体をなくす予定です。

紙のお届け表 スマートフォンに表示

紙の削減のとりくみドライアイス削減のとりくみ

商品カタログ
回収量

約3,717
トン

�事業活動にともない排出される容器包装 ( たまごパックや
牛乳パック、商品お届け袋 )、商品カタログなどのリサイ
クルにとりくんでいます。

配送時に組合員さんから回収した商品カタログ（左）と
商品お届け袋（右）

回収した商品カタログは古紙原料としてリサイ
クルされています。2025 年度で約 3,717 トン
を回収し、再資源化につながりました。

■ 支所でのリサイクルの様子



7

お店では販売数の管理徹底など廃棄物を出さない工夫をし、
残った食品は有効利用する食品ロス削減のとりくみをすすめています。

2020 年 7 月 1 日からレジ袋が有料化されました。パルコープでは 2026 年 3 月時点のマイバッ
グの持参率は 87.2% で、レジ袋は約 445 万枚削減されていることになります。 
毎年新しい組合員さんを迎える中、マイバッグ持参運動を地道に続けていることが、高い持参率の
維持につながっています。

※�バイオマス：�動植物から生まれた再利用可能な有機性
（石油などの化学燃料を除く）の資源の
ことです。

●店舗事業

約143トン
食品

リサイクル

Reduce
リデュース

リユース
Reuse

リサイクル
Recycle

 3Rで資源の有効活用を
 すすめています

今後も包装資材の代替えや不必要なものの廃止、分別やリサイクルなどを通し、
消費者の意識と社会システムの整備に向けてとりくみを続けます。

2021 年 3 月より、レジ袋をポリエチレン製の袋から、バイ
オマス※ 25% 使用の袋へと変更し、再生利用可能な有機物
の構成を高めています。なお、マイバッグ持参をすすめるた
め、有料（１枚５円）での提供は継続しています。組合員の
みなさんには、引き続きご協力をお願いいたします。

レジ袋について

※バイオマス ： �動植物から生まれた再利用可能な有機性（石油
などの化学燃料を除く）の資源のことです。

食品ロス・リサイクルのとりくみ

回収して
いる資源

野菜くず
消費・賞味期限の
切れた商品

使用済みの
食用油

魚のアラ 畜産品の脂
発泡スチロール
プラスチックごみ

回収重量 143 トン 19 トン 94 トン 25 トン 18 トン

前年比 113.5％ 172.7% 94.9% 96.2% 98.1%

主な
リサイクル

飼料
バイオ

ディーゼル燃料
飼料・油脂 飼料・油脂 建築資材

マイバッグのとりくみ

店舗のとりくみとして、午前中に調理する商品を来店の状況に応じて準備をし、夕方に向けても調理したての商
品を提供することで、廃棄する量が減少するようにすすめています。

お店で調理に使った後の廃油は、運送会社の西田商運グループさん
（九州福岡）が大阪に荷物を持ち込んだ帰りの便で持ち帰り、同社
所有のプラントでバイオディーゼル燃料となり、同社トラックの燃料
として使われています。2025 年度は約 19トンが回収されました。

使用済みの食用油（調理廃油）をトラックの燃料に

バイオディーゼル製造プラント
※西田商運グループさんのホームページより
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●物流センターでのとりくみ
商品リサイクルのとりくみ強化として、“シンクピア※”を導入しており、
2025 年度は 45.4トンが処理されています。
※シンクピア：�食品（野菜や果物の端材など）を投入すると、微生物の力により 24 時間で

分解し、消滅させる機器。

回収重量 前年比 利用用途

共同購入

商品カタログ 3,717 トン 102.9% 古紙原料
紙飲料パック 69,280㎏ 102.4% 再生品
たまごパック 39,220㎏ 106.8% 再生品・燃料
商品お届け袋 40,480㎏ 94.3% 再生品
ダンボール※1 43,970㎏ 99.8% 古紙原料

店　舗

紙飲料パック 13,948㎏ 99.3% 再生品
たまごパック 9,674㎏ 93.5% 再生品・燃料
ペットボトル 29,194㎏　 98.6% 燃料

ビン 47,852㎏　 94.0% 再生品
カン 7,459㎏　 93.3% 再生品

食品トレー 41,832㎏ 97.7% 再生品・燃料
ダンボール※1 476,110㎏　 95.7% 古紙原料

食品リサイクル 143,470㎏　 110.9% 飼料
※1　事業活動で出たダンボールを回収、リサイクルしています。

リサイクル品 2025 年度回収量

使えなくなった発泡スチロール箱はリサイクル！ 

3Rで資源の有効活用をすすめています
リデュース・リユース・リサイクルにご協力ください

事業活動に伴って排出される容器包装のリサイクルにとりくんでいます。回収、再資源化しやすいよう、
洗う・開く・乾かす・つぶす・重ねるなどそれぞれの回収方法を守り、リサイクルに協力いただいています。

共同購入共同購入のの
配達配達ではでは Reuse

リユース 176，000
箱

リユース
発泡スチロール箱

毎週

128，000
箱

リユース
プラスチック製コンテナ

毎週

注文いただいた商品は物流センターで個人別に仕分けられ、
温度別に管理し、冷蔵管理品は発泡スチロール箱に、常温管理のものは

ブルーのプラスチック製コンテナでお届けしています。
それぞれ使われる箱は使い捨てではなく、その都度回収し、

品質確認の上、リユースしています。また、使えなくなったものは
プラスチック原料としてリサイクルしています。

配送車内部 配送センター

使えなくなった使えなくなった
発泡スチロール箱発泡スチロール箱

専用の機械に入れて専用の機械に入れて
溶かすと…溶かすと…

圧縮されて棒状になり圧縮されて棒状になり
プラスチック原料にプラスチック原料に

プラスチック
製品などに

再生
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今回参加人数
3,612名
CO2 削減量

約2,401kg
（組合員＋職員）

私たちのくらしの中から二酸化炭素（CO2）をなるべく出さないこ
とが、地球温暖化防止につながります。エアコンの温度管理や買
物袋の持参、ゴミの分別やリサイクル、車は使わず徒歩での外出な
ど毎日のくらしの中で環境を守るとりくみにつながることはたくさ
んあります。
組合員さんには毎年、OCR アンケートなどを通じて、身近にでき
ることにチャレンジしていただいています。１日エコライフには職
員も一緒にとりくみ、合計で 3,612 名が参加、CO2 排出量で約
2,401kg の削減につながりました。

１日エコライフに参加された方の声を
紹介します♪

「冬の１日エコライフにチャレンジしましょう」
ぱるタイム OCR アンケート

1 日エコライフに
とりくみました

『コープみんなでエコ！2025』のとりくみ結果

まだ、なにかできる事が
ないか考えるように
なりました。 エアコンや冷蔵庫の

設定温度を少しでも気をつける
機会になりました。

温暖化がすすむ中、
一人ひとりのちょっとした意識が

大切と感じました。

回収ボックスに集まった食材

●�㈱おおさか協同物流センターではフードバンク※活動への食品提供を行なっています。フードバンク
関西へは３週間に１回のペースで2025 年度は関西の164 団体の福祉施設に、5,593.8kg の食品提供
を行いました。

●�2025 年４月より、一般社団法人「なにわフードバンクしっかり食べや」を設立し、おおさかパルコー
プがこれまでとりくんできた子ども食堂フードバンク事業を移行しています。 
３月末時点で、パルコープエリアの96 団体の子ども食堂と、６つのシングルマザー支援団体に、一般
社団法人「なにわフードバンクしっかり食べや」を通して食材をお届けしています。

ピンク色の
回収ボックスと
のぼり旗が
目印です♪

フードバンクのとりくみ

『なにわフードバンクしっかり食べや』ってなぁに？
大阪いずみ市民生協、大阪よどがわ市民生協、農協、漁協、森林組合などの協同
組合と連携し、大阪府下での子どもの居場所づくりや子ども食堂、ひとり親家庭
支援団体などを中心にした食の支援事業を行う一般社団法人です。

（2026 年４月に公益社団法人となりました。）
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ライトダウンキャンペーンライトダウンキャンペーン

プラスチックの資源循環や食品ロス削減に向けてプラスチックの資源循環や食品ロス削減に向けて

▶
西
く
ず
は
店

打ち水大作戦打ち水大作戦
2025 年度も枚方市では地球温暖化対策協議
会からの要請をうけ、8 月に枚方市の全店で

「打ち水大作戦」にとりくみました。

行政や地域と連携したとりくみ

環境省では 2003 年より地球温暖化対策のため、ライトアップ施設
や家庭の照明の消灯を呼びかける「ＣＯ2 削減／ライトダウンキャ
ンペーン」を実施してきました。
パルコープでも家庭や職場において、周りの電気を消すことで、地
球環境の大切さを再確認し、地球温暖化対策について考える契機と
して、夏至の 6 月 21 日とクールアースデー※の７月 7 日に、午後
6 時から午後 9 時で各店内の一部の消灯を行いました。
※クールアースデー ： �毎年 7 月 7 日の七夕の日に、日本各地で開催される「地球環境について考える日」のことです。

プラスチックの資源循環や食品ロス削減に向け、大阪市と連携して
とりくむ『大阪市におけるプラスチックに係る資源循環の促進等及
び食品ロスの削減に関する協定』を締結しました。

締結式の様子▶

省エネチャレンジノート省エネチャレンジノート

※�写真は「省エネチャレンジノート
〈2025 年 夏〉」の冊子です。

家庭の容器包装プラごみ・使い捨てプラごみ調べ家庭の容器包装プラごみ・使い捨てプラごみ調べ
全大阪消費者団体連絡会などが呼びかけて実施した「家庭の容器包装プラごみ・
使い捨てプラごみ調べ」にパルコープから 42 名の組合員さんが参加しました。
参加の組合員さんからは「生活用品のほとんどがプラスチック製品で、そのおか
げで便利な生活ができている反面、海洋汚染などが起きて困っている現状も痛感
します。せめてごみの分別だけでもきちんとしたいと思いました。」などの感想
が寄せられました。軽くて丈夫で衛生的など、良い点もあるプラスチックですが、
燃やせば CO2 を出すなど環境への影響を知るきっかけとなりました。

▶
な
が
お
店

地球温暖化防止に身近なところからとりくむ、特定非営利活動法人
地球環境市民会議（CASA）主催の「省エネチャレンジノート〈2025
年　夏〉」には、パルコープから 43 名の組合員さん（子どもさん含む）
が参加しました。
参加の組合員さんからは「普段から省エネは心がけていますが、こ
の省エネチャレンジにとりくむことで、どれくらいできているか
チェックもできます。」などの感想が寄せられました。
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「自分たちで市民共同発電所を作ろう」とパルコープ
の組合員さんの中で立ち上げた『NPO法人　リア
ルにブルーアースおおさか』。2014 年 1月、ながお
店の屋根に設置した 20kWの太陽光発電設備では、
2025 年度は 20,076kWhが発電され（一般家庭の 5
軒分）、火力発電で発電した場合と比べて約 8.5 トン
のCO2 排出を削減できました。
また 2024 年 9 月には安治川支所の屋根に「リアル
にブルーアース 2号機」が設置され、2025 年度は�
12,544kWhが発電されました。

2026 年 5 月発行

大阪市都島区東野田町 1-5-26
https://www.palcoop.or.jp/

おおさかパルコープ 概要　 2026 年 3 月 20 日現在

名 称
設 立
職 員 数
供 給 高
組合員数

「リアルにブルーアースおおさか」の
アースちゃん

「リアルにブルーアースおおさか」
ながお店屋根　太陽光発電設備

生活協同組合おおさかパルコープ
1991 年 3 月 21 日
フル職員1,044人、嘱託職員79人、定時職員1,728人
607.9 億円
450,072 名

共 同 購 入 支 所 数
店 舗 数
組 合 員 会 館
組 合 員 集 会 室

16 支所
　9 店舗
　4 ヶ所
15 ヶ所

電気使用のCO2 排出係数：0.423kg ー CO2/kWh
 (日本生協連、全国統一CO2 排出係数)
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